[bookmark: _GoBack]様式第９号（評価項目算定資料）
県内企業下請活用計画（注　以下金額は全て「消費税・地方消費税込」）
	工事名
	

	商号又は名称
	

	①
	入札参加希望者の
県内・県外別
	県内企業　・　県外企業
※該当するものを○で囲うこと。
※JVの場合は、県内企業が含まれていれば県内企業を○で囲うこと。全て県外企業の場合は、県外企業を○で囲うこと。

	
	県内企業を選択した者は②を、県外企業を選択したものは③を記載すること

	②
	県内元請企業の
自社施工率
	B／A＝C
A：工事予定金額
B：自社施工見込金額（工事予定金額－下請契約見込の合計額）
C：県内元請企業の自社施工率
A：円
B：円
C：%
※Cが８０％以上のとき、評価点は０．７点となる。
※JVの場合は、Bを「自社施工見込金額×県内企業の出資率」として、算出すること。

	
	県内元請企業の自社施工率が８０％未満のものは③も記載すること

	③

	下請契約に占める
県内企業の活用率
	B／A＝C
A：下請契約見込の合計額
B：１件が１００万円以上の県内企業との下請契約の見込額
C：県内下請企業の活用率
A：円
B：円
C：%
※Cが８０％以上のとき、評価点は０．７点、８０％未満～５０％以上のとき評価点は０．４点、５０％未満のとき評価点は０点となる。


注１　落札契約後、この様式に記載した内容の変更により評価点が下がった場合、工事成績の採点において８点の減点となる。
注２　落札契約後、必ず施工状況報告書を提出すること。
注３　上記各A･B欄について提出までに算出困難な場合には各C欄の記入のみで可とする。
